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論文内容の要旨
本論文は、 Beat Generation の作家 JackKerouac (1922・69) の小説 TheTown and the αけ (1950) 、 On theRoad 


























































































ック (Jack Kerouac) を取り扱ったものである。飲酒や麻薬やジャズ、そして無軌道な放浪生活などを主題に、徹底
的に既成の社会道徳に反発して、瞬間の感覚を頼りに書いたといわれるこの作家の通例の評価とは反対に、死と宗教
的な側面に光を当てているところが本論文の特徴となっている。第 1 章では初期の自伝的小説である『田舎町と都会』
(The Town and the αぇy 1950) 、第 2 章では代表作『路上~ (On theRoad1957) 、第 3 章では後期の問題作『コー
ディの幻想、~ (Visions of Cody 1972) の 3 つの小説を対象としながら堅実な構成で論を展開している。








第 3 章では、ケルアックの実験的な小説といわれる『コーディの幻想』を宗教小説と規定して「死」と「時間J の
テーマを追及している。過去から未来へと流れる連続的な時間でなく突然現れてくる「今」のヴィジョンを、即興的
なジャズの演奏と写生的な語りの問題として捉えなおしているところに著者独自の視点があると思われる。
山住氏の研究は、従来のビート・ジェネレーションのもつ反道徳性と暴力性の議論を超えて、新たな宗教的な側面
のケルアックの諸特徴を、「死」のもつ意味への探求を中心として構成した斬新な研究であるといえる。言語文化学
博士論文として相応しいものと認めるものである。
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